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成果の概要 

京都大学医学研究科腫瘍生物学講座  

特定研究員 奥田 瑠璃花 

参加学会 ヨーロッパ血液学会 2024 

 この度は国際研究集会発表助成にてご支援いただき、ありがたく存じ上げます。 

 参加のご支援をいただいたヨーロッパ血液学会学術集会は血液学会の中でも 2 番目に大

きな集会で、各国から血液疾患のスペシャリストが集結する学会です。今年度はスペイン

のマドリッドでの開催となりました。 

 今回の発表のタイトルは、“Pathogenesis of Myeloid Neoplasms with der(1;7)(q10;p10)”で、

ポスターでの発表となりました。研究概要は、骨髄異形成症候群（MDS）や関連疾患患者

に高頻度で認められる不均衡転座、der(1;7)(q10;p10)を有する症例の遺伝学的・臨床的プ

ロファイルを明らかにすることでした。この不均衡転座は 7 番染色体長腕の欠損と 1 番染

色体長腕の増幅が特徴的であり、既報では、コピー数が類似している、monosomy7 や

del(7q)と 7 番染色体長腕が欠損している群との比較が行われていますが、いまだに

der(1;7)(q10;p10)の特徴が解明されていません。我々の研究では、monosomy7 や del(7q)と

の比較に加え、1 番染色体が増幅している、＋１ｑという群との比較を行い、これらの研

究結果を報告しました。 

 ポスター会場では、我々の研究で高頻度で報告した遺伝子変異、ETNK1 に着眼した別の

研究がありましたが、かなり低頻度での報告であり、我々とは異なった見解を示してお

り、興味深く思いました。口頭発表の方でも、様々な新規治療の方法を模索する研究や、

デジタルツールを用いて解析を行っている研究等、最先端の情報収取ができ、現在血液内

科の間でどのような研究が進められているか等を見ることができ、有意義な学会となりま

した。 

 最後に、今回の発表にあたって、ご指導くださった先生方、ご協力いただいた各施設の

職員、患者様に感謝申し上げます。そして、ご支援くださった京都大学教育研究振興財団

の皆様にもこのような貴重な経験をさせていただき、誠にありがとうございます。 

  


